障がいのある方への接し方

　障がいと関連してストレスが大きく、人一倍、不安になりやすいです。
○　医療や福祉の支援を受けて、生活してきた方が多く、災害によってこれらの支援がとぎれることによる不安

○　障がいがあることによって、情報が入手困難になる方も多いため、災害に関する適切な情報が届かないことによる不安

＜障がい者への対応＞
□　障がいがあることによる避難生活での不具合や遠慮してしまう気持ちなど、よくご本人の話を聞いて、受け止めてください。

□　避難所などおおぜいの人がいる場所では、落ち着かないことが多いので、個別でゆっくり話を聞く配慮が必要です。

□　必要な情報をわかりやすく伝えてください。
□　避難所等での食事、排泄、睡眠等、生活への気配りを優先して行うことが大切です。
	＜身体障がい者＞
視覚障がい
・話す前に名乗る。
・誘導介助の際は、支援者が前に立ち、肘の上をつかんでもらいゆっくりと歩く

・言葉で周囲の状況を具体的に説明する。

聴覚障がい
・正面からゆっくり話す

・筆談の準備

・補聴器使用者には大きな声で話さない。

身体障がい
・杖や車いす等の補装具の用意をする。

・通路に障害物を置かない。

内部障がい・塩分、水分、薬の管理、人工透析条件の把握、

・医療機関からの指示、対処方法を聞き対応する

	＜知的障がい・発達障がい＞
・家族等と協力して支援する（本人の特徴をよく知っているため）
・わかりやすく説明する（絵や身振りを交えるとよく伝わる）。

・出来るだけ災害前の生活が出来るよう配慮する。

　（発達障害の方などで、特定のモノがあると安心することもある）

・何かがきっかけで落ち着かない場合は、きっかけとなった刺激から遠ざける

・著しい興奮状態等対処困難な場合は医師に相談する。

	＜精神障がい＞
・人目を気にせず服薬できる場所を確保する。

・服薬を確認し、服薬継続への配慮をする。

・わかりやすい言葉で落ちついて話をする。

・自分なりに納得したいという気持ちが強いので、ゆっくり腑に落ちるまで待って、わからないところがないか確認する。

・落ち着かないときは、まわりがつられて慌てることのないよう、穏やかに対応し、一息ついてから話を聞くようにする。ちょっと笑顔でうなずいてから「心配なことがあるの？」などと聞いてみるとよい
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